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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　蒸発器（16,17）と圧縮機構（11）と凝縮器（13）と膨張機構（15a,15b）とが順に接
続された冷媒回路（10）を備えると共に、上記圧縮機構（11）の吸入圧力を測定するため
の吸入圧力センサ（25）を備えた冷凍装置であって、
　　上記吸入圧力センサ（25）は、上記圧縮機構（11）の吸入管（61）に、上記吸入圧力
センサ（25）の接続部（25b）の温度を０℃より高くするための吸熱用配管（90）を介し
て接続され、
　　上記吸熱用配管（90）は、上記冷媒回路（10）の高圧側配管（64）と伝熱部材（91）
を介して接続されている
ことを特徴とする冷凍装置。
【請求項２】
　　請求項１において、
　　上記吸熱用配管（90）の最小長さは、上記蒸発器（16,17）の蒸発温度が低くなるに
従って長くなる所定の設定長さに設定されている
ことを特徴とする冷凍装置。
【請求項３】
　　請求項１において、
　　上記高圧側配管（64）は、上記圧縮機構（11）の吐出管（64）である
ことを特徴とする冷凍装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、蒸気圧縮式冷凍サイクルを行う冷媒回路を備えた冷凍装置に関し、特に、
圧縮機構の吸入圧力を測定する吸入圧力センサの取付け構造に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　　従来より、冷凍サイクルを行う冷媒回路を備え、庫内の冷蔵又は冷凍を行う冷凍装置
が知られている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　　特許文献１の冷凍装置は、冷凍用の冷却熱交換器、低段側圧縮機、高段側圧縮機、室
外熱交換器、冷凍膨張弁が順に接続されている。冷媒回路では、低段側圧縮機及び高段側
圧縮機で２段圧縮された冷媒が、室外熱交換器で放熱して凝縮液化する。液化した冷媒は
、上記冷凍膨張弁で膨張して冷凍用の冷却熱交換器を流れ、庫内空気から吸熱して、例え
ば、－３０℃で蒸発し、庫内を－２０℃に冷却する。そして、蒸発した冷媒は、再び低段
側圧縮機に吸入され、以後この循環を繰り返す。
【特許文献１】特開２００４－３５３９９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　　ところで、上記特許文献１の冷凍装置では、低段側及び高段側の圧縮機の吸入管に該
圧縮機の吸入圧力を測定するための吸入圧力センサが設けられている。
【０００５】
　　具体的に、図５に示すように、圧縮機の吸入管（a）には、細管（c）が接続され、該
細管（c）の端部には、圧力センサ（b）を接続するための雄螺子が外周面に形成されてい
る。一方、圧力センサ（b）は、内周面に雌螺子が形成された接続部（d）を備え、この接
続部（d）の雌螺子を細管（c）の雄螺子に螺合させることにより、吸入管（a）に接続さ
れている。
【０００６】
　　そのため、上記冷凍装置において、冷却熱交換器における蒸発温度が０℃以下であっ
て、この０℃以下の冷媒が吸入管（a）を流れると、圧力センサ（b）と細管（c）との螺
子同士の隙間に侵入した水分が凍結し、該センサ（b）の接続部（d）が凍結破壊する虞が
があった。
【０００７】
　　そこで、従来は、この螺子間の隙間にシリコンを充填して水分の侵入を防止するとい
う対策がとられてきたが、シリコンの乾燥のために長時間を要するため取り付け時の作業
性が低下すると共に、シリコンの充填状態などにバラツキが生じるため信頼性が低下する
という問題点があった。また、圧力センサ（b）を細管（c）に螺合させる代わりに、ロウ
付けによって取り付ける方法もあるが、この方法では、センサ（b）の交換時に冷媒を回
収する必要があるため、メンテナンス性が低下するという問題点があった。このように、
従来の凍結破壊の防止対策は、作業性や信頼性の点で十分ではないという問題点があった
。
【０００８】
　　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、圧縮機構の吸入圧力を測定する吸
入圧力センサを備える冷凍装置において、圧力センサの取付時及び交換時における作業性
を向上させると共に該圧力センサの信頼性を向上させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　　第１の発明は、蒸発器（16,17）と圧縮機構（11）と凝縮器（13）と膨張機構（15a,1
5b）とが順に接続された冷媒回路（10）を備えると共に、上記圧縮機構（11）の吸入圧力
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を測定するための吸入圧力センサ（25）を備えた冷凍装置であって、上記吸入圧力センサ
（25）は、上記圧縮機構（11）の吸入管（61）に、上記吸入圧力センサ（25）の接続部（
25b）の温度を０℃より高くするための吸熱用配管（90）を介して接続され、上記吸熱用
配管（90）は、上記冷媒回路（10）の高圧側配管（64）と伝熱部材（91）を介して接続さ
れている。
【００１０】
　　この第１の発明において、上記吸入管（61）には、上記蒸発器（16,17）を流れた冷
媒が流れるので、蒸発器（16,17）の設定温度が低い（０℃以下である）と、圧縮機構（1
1）の吸入管（61）にも０℃以下の低温の冷媒が流れる。そこで、この第１の発明では、
圧力センサ（25）を吸熱用配管（90）を介して取り付けることによって、吸入管（61）を
流れる冷媒の冷熱を吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）に伝わりにくくすると共に、
上記吸熱用配管（90）が周囲の空気などから吸熱することにより、上記吸入圧力センサ（
25）の接続部（25b）を０℃より高い温度とし、接続部（25b）の凍結を防止する。
【００１１】
　　特に、高圧側配管（64）の熱が伝熱部材（91）を介して伝熱することにより、上記吸
熱用配管（90）の吸熱量を大きくし、上記吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）を０℃
より高い温度とする。
【００１２】
　　なお、この第１の発明における高圧側配管（64）とは、吸入管（61）を流れる冷媒よ
りも高圧の冷媒が流れ且つ０℃より高い冷媒が流れる配管をいう。
【００１３】
　　第２の発明は、第１の発明において、上記吸熱用配管（90）の最小長さは、上記蒸発
器（16,17）の蒸発温度が低くなるに従って長くなる所定の設定長さに設定されている。
【００１４】
　　この第２の発明において、上記蒸発器（16,17）の蒸発温度が低くなるに従って、吸
入管（61）を流れる冷媒の温度が低くなる。そこで、上記吸熱用配管（90）の最小長さを
、上記蒸発器（16,17）の蒸発温度が低くなるに従って長くすることにより、吸入管（61
）を流れる冷媒の温度が低くなるに従って、この冷媒の冷熱を吸入圧力センサ（25）の接
続部（25b）に伝わりにくくさせる一方、上記吸熱用配管（90）の面積を大きくして該吸
熱用配管（90）が周囲の空気などから吸熱する吸熱量を増大させる。
【００１５】
　　第３の発明は、第１の発明において、上記高圧側配管（64）は、上記圧縮機構（11）
の吐出管（64）である。
【００１６】
　　この第３の発明では、上記吸熱用配管（90）が高圧側配管（64）から伝熱部材（91）
を介して受け取る吸熱量は、該高圧側配管（64）の温度が高い程大きくなるので、上記吸
熱用配管（90）を高温の圧縮機構（11）の吐出管（64）と伝熱部材（91）を介して接続す
ることにより、該吸熱用配管（90）の吸熱量を確実に大きくする。
【発明の効果】
【００１７】
　　上記第１の発明によれば、吸熱用配管（90）によって、上記吸入管（61）を流れる冷
媒の冷熱を吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）に伝わりにくくさせることができると
共に、上記吸熱用配管（90）が周囲の空気などから吸熱することができるので、蒸発器（
16,17）の設定温度が低く吸入管（61）に０℃以下の低温冷媒が流れる場合であっても、
上記吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）を０℃より高い温度とすることができる。こ
れにより、吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）の凍結破損を防止することができるの
で、吸入圧力センサ（25）の信頼性が向上する。また、シリコン充填やろう付けを行うこ
となく、破損防止を行うことができるので、従来の破損防止対策に比べて、吸入圧力セン
サ（25）の取り付け時及び交換時の作業性が向上する。
【００１８】
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　　また、上記吸熱用配管（90）は、冷媒回路（10）の高圧側配管（64）の熱を伝熱部材
（91）を介して吸熱することができるので、上記吸熱用配管（90）の吸熱量を大きくする
ことができる。これにより、上記吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）を０℃より高い
温度とすることができる。
【００１９】
　　また、上記第２の発明によれば、上記吸熱用配管（90）の最小長さを、上記蒸発器（
16,17）の蒸発温度が低くなるに従って長くなる所定の設定長さに設定したために、吸入
管（61）を流れる冷媒の温度が低くなるに従って、この冷媒の冷熱を吸入圧力センサ（25
）の接続部（25b）に伝わりにくくさせることができると共に、上記吸熱用配管（90）の
面積を大きくして該吸熱用配管（90）が周囲の空気などから吸熱する吸熱量を増大させる
ことができる。これにより、蒸発器（16,17）の設定温度に応じて、上記吸入圧力センサ
（25）の接続部（25b）を確実に０℃より高い温度とすることができる。
【００２０】
　　また、上記第３の発明によれば、上記吸熱用配管（90）は、圧縮機構（11）の吐出管
（64）の熱を伝熱部材（91）を介して吸熱することができるので、上記圧縮機構（11）の
吐出管（64）が高温であることから、上記吸熱用配管（90）の吸熱量を確実に大きくする
ことができる。これにより、上記吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）を確実に０℃よ
り高い温度とすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００２２】
　　本発明の実施形態は、図１に示すように、冷却室を冷却する冷凍装置（1）であって
、室外ユニット（2）と冷蔵ユニット（3）とコントローラ（100）とを備えている。上記
室外ユニット（2）は、屋外に設置される一方、上記冷蔵ユニット（3）は、冷却室内に設
置されている。
【００２３】
　　上記冷凍装置（1）においては、上記室外ユニット（2）に室外回路（20）が、上記冷
蔵ユニット（3）に冷蔵庫内回路（30）が、それぞれ設けられている。冷凍装置（1）では
、上記室外回路（20）のガス端側と上記冷蔵庫内回路（30）のガス端側とが、ガス側連絡
配管（22）で接続される一方、上記室外回路（20）の液端側と上記冷蔵庫内回路（30）の
液端側とは液側連絡配管（21）で接続されて蒸気圧縮式冷凍サイクルの冷媒回路（10）が
構成されている。
【００２４】
　　〈室外ユニット〉
　　上記室外ユニット（2）の室外回路（20）には、圧縮機（11）と室外熱交換器（13）
とレシーバー（14）と室外膨張弁（45）と冷媒熱交換器（50）と分岐膨張弁（46）とが設
けられている。さらに、室外回路（20）には、四路切換弁（12）と液側閉鎖弁（53）とガ
ス側閉鎖弁（54）とが設けられている。この室外回路（20）において、液側閉鎖弁（53）
には上記液側連絡配管（21）の一端が、ガス側閉鎖弁（54）には上記ガス側連絡配管（22
）の一端がそれぞれ接続されている。
【００２５】
　　上記圧縮機（11）は、スクロール圧縮機であって、インバータ制御により、運転容量
が可変に構成されている。上記圧縮機（11）の吸入側には、吸入管（61）の一端が接続さ
れ、該吸入管（61）の他端は、四路切換弁（12）に接続されている。圧縮機（11）の吐出
側には、吐出管（64）の一端が接続され、該吐出管（64）の他端は、四路切換弁（12）に
接続されている。
【００２６】
　　室外熱交換器（13）は、クロスフィン式のフィン・アンド・チューブ型熱交換器であ
って、冷媒と室外空気との間で熱交換を行うものであり、凝縮器に構成されている。室外
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熱交換器（13）の一端は四路切換弁（12）に接続されている。一方、室外熱交換器（13）
の他端は、第１液管（81）を介してレシーバー（14）の頂部に接続されている。この第１
液管（81）には、室外熱交換器（13）からレシーバー（14）へ向かう冷媒の流通だけを許
容する逆止弁（CV-1）が設けられている。レシーバー（14）の底部には第２液管（82）の
一端が接続されている。
【００２７】
　　冷媒熱交換器（50）は、プレート式熱交換器であって、冷媒と冷媒との間で熱交換を
行うものであり、第１流路（50a）と第２流路（50b）とを備えている。上記冷媒熱交換器
（50）の第１流路（50a）の入口側には、上記第２液管（82）の他端が接続され、第１流
路（50a）の出口側は、第３液管（83）の一端が接続されている。第３液管（83）の他端
は、液側閉鎖弁（53）を介して液側連絡配管（21）の一端に接続されている。上記第３液
管（83）には、第１流路（50a）から液側閉鎖弁（53）へ向かう冷媒の流通だけを許容す
る逆止弁（CV-2）が設けられている。
【００２８】
　　上記第３液管（83）には、上記逆止弁（CV-2）の上流側に分岐液管（84）の一端が接
続され、該分岐液管（84）の他端は、上記冷媒熱交換器（50）の第２流路（50b）の入口
側に接続されている。また、上記分岐液管（84）には、分岐膨張弁（46）が設けられてい
る。該分岐膨張弁（46）は、開度調整自在な電子膨張弁である。
【００２９】
　　冷媒熱交換器（50）の第２流路（50b）の出口側は、インジェクション管（85）の一
端に接続されている。該インジェクション管（85）の他端は、吸入管（61）における四路
切換弁（12）と圧縮機（11）との間に接続されている。
【００３０】
　　第３液管（83）において、逆止弁（CV-2）と液側閉鎖弁（53）の間には、第４液管（
88）の一端が接続されている。第４液管（88）の他端は、第１液管（81）において、逆止
弁（CV-1）とレシーバー（14）との間に接続されている。また、第４液管（88）には、第
３液管（83）からレシーバー（14）へ向かう冷媒の流通だけを許容する逆止弁（CV-3）が
設けられている。
【００３１】
　　上記分岐液管（84）には、上記第３液管（83）と分岐膨張弁（46）との間に、第５液
管（89）の一端が接続され、該第５液管（89）の他端は、第１液管（81）における室外熱
交換器（13）の他端と逆止弁（CV-1）の間に接続されている。また、第５液管（89）には
、室外膨張弁（45）が設けられている。
【００３２】
　　四路切換弁（12）は、第１ポートが吐出管（64）に、第２ポートが吸入管（61）に、
第３ポートが室外熱交換器（13）の一端に、第４ポートがガス側閉鎖弁（54）に、それぞ
れ接続されている。上記四路切換弁（12）は、第１のポートと第３のポートとが互いに連
通して第２のポートと第４のポートとが互いに連通する第１状態（図１に実線で示す状態
）と、第１のポートと第４のポートとが互いに連通して第２のポートと第３ポートとが互
いに連通する第２状態（図１に破線で示す状態）とに切り換え可能に構成されている。
【００３３】
　　室外回路（20）には、油分離器（70）、油戻し管（71）も設けられている。
【００３４】
　　油分離器（70）は、吐出管（64）に設けられ、圧縮機（11）の吐出ガスから冷凍機油
を分離するためのものである。油分離器（70）には、第１油戻し管（71）の一端が接続さ
れ、該第１油戻し管（71）の他端は、吸入管（61）におけるインジェクション管（85）の
接続部と圧縮機（11）との間に接続されている。また、上記油戻し管（71）には、冷凍機
油の流量調整を行うためのキャピラリーチューブ（72）が設けられている。
【００３５】
　　上記室外回路（20）には、各種のセンサ（19,23,24,25,51）及び圧力スイッチ（95a,
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95b）が取り付けられている。具体的に、圧縮機（11）の吸入管（61）には、インジェク
ション管（85）の接続部と油戻し管（71）の接続部との間には、吸入温度センサ（24）と
吸入圧力センサ（25）が順に設けられている。該吸入圧力センサ（25）は、後により詳細
に説明するが、本発明の特徴として、吸入管（61）に吸熱用配管（90）を介して接続され
ている。また、圧縮機（11）の吐出側には、吐出圧力センサ（23）と吐出温度センサ（19
）とが設けられている。また、冷媒熱交換器（50）の第１流路（50a）の出口側には、温
度センサ（51）が設けられている。
【００３６】
　　また、上記室外ユニット（2）には、外気温センサ（13a）と室外ファン（13f）とが
設けられている。室外熱交換器（13）へは、この室外ファン（13f）によって室外空気が
送られる。
【００３７】
　　〈冷蔵ユニット〉
　　上記冷蔵ユニット（3）の冷蔵庫内回路（30）には、冷蔵熱交換器（16,17）及びドレ
ンパンヒータ（26,27）が、それぞれ２つずつ設けられている。
【００３８】
　　上記各冷蔵熱交換器（16,17）は、共に同じクロスフィン式のフィン・アンド・チュ
ーブ型熱交換器であって、冷媒と冷却室内の空気との間で熱交換を行うものであり、蒸発
器に構成されている。上記各冷蔵熱交換器（16,17）の一端は、配管を介して各冷蔵膨張
弁（15a,15b）に接続されている。一方、上記各冷蔵熱交換器（16,17）の他端には、各ガ
ス側分岐配管（22a,22b）の一端がそれぞれ接続され、該ガス側分岐配管（22a,22b）の他
端は互いに合流して上記ガス側連絡配管（22）の他端に接続されている。　
【００３９】
　　上記各冷蔵膨張弁（15a,15b）は、開度調整自在に構成された電子膨張弁であり、膨
張機構に構成されている。上記各冷蔵熱交換器（16,17）には、第１冷媒温度センサ（16b
,17b）がそれぞれ設けられ、各冷蔵熱交換器（16,17）の他端には、第２冷媒温度センサ
（18a,18b）がそれぞれ設けられている。上記第１冷媒温度センサ（16b,17b）は、冷蔵熱
交換器（16,17）における冷媒の蒸発温度を測定するものである。上記冷蔵膨張弁（15a,1
5b）は、冷却運転中に、第２冷媒温度センサ（18a,18b）の測定温度が、第１冷媒温度セ
ンサ（16b,17b）で測定される冷媒の蒸発温度よりも所定温度（例えば５℃）高くなるよ
うに開度調整がなされるように構成されている。
【００４０】
　　該ドレンパンヒータ（26,27）は、図示しないドレンパンに配置され、高温高圧の冷
媒が流れて該ドレンパンを加温することによりドレンパンの着霜や氷の生成を防止するも
のである。上記各ドレンパンヒータ（26,27）の一端には、各液側分岐配管（21a,21b）の
一端がそれぞれ接続され、該各液側分岐配管（21a,21b）の他端は互いに合流して上記液
側連絡配管（21）の他端に接続されている。一方、上記ドレンパンヒータ（26,27）の他
端は、上記冷蔵膨張弁（15a,15b）の一端に接続されている。
【００４１】
　　また、上記冷蔵ユニット（3）には、冷却室内温度センサ（16a,16b）と、冷却室内フ
ァン（16f,17f）とが設けられている。上記各冷蔵熱交換器（16,17）へは、この冷却室内
ファン（16f,17f）によって、冷却室内の空気が送られる。
【００４２】
　　〈コントローラ〉
　　上記コントローラ（100）は、上記冷媒回路（10）に設けられた各種の弁の切換や開
度調整等を行って、冷却室を設定温度に保つ冷却運転動作を制御すると共に、冷却室の除
霜運転動作を制御するものである。
【００４３】
　　〈吸入圧力センサの取り付け構造〉
　　次に、本発明の特徴とする吸入圧力センサ（25）の取り付け構造について、図１～図
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３に基づいて、より詳細に説明する。
【００４４】
　　冷凍装置（1）の冷却運転時には、冷蔵熱交換器（16,17）で蒸発した冷媒が吸入管（
61）を流れるので、冷蔵熱交換器（16,17）における冷媒の蒸発温度が低く、吸入管（61
）を流れる冷媒の温度が０℃以下であると吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）を凍結
破損する虞がある。そこで、本発明の特徴として、上記吸入圧力センサ（25）は、図１及
び図２に示すように、吸熱用配管（90）を介して圧縮機（11）の吸入管（61）に接続され
、さらに、上記吸熱用配管（90）は、伝熱部材（91）によって圧縮機（11）の吐出管（64
）と接続されている。
【００４５】
　　具体的に、図２に示すように、圧縮機（11）の吸入管（61）の途中には、吸熱用配管
（90）の一端が接続されている。該吸熱用配管（90）は、吸入管（61）より細い管径で２
０ｃｍの長さに形成され、４回折り曲げられてコンパクトに形成されている。また上記吸
熱用配管（90）の他端には、外周部に図示しない雄螺子が形成されている。上記吸入圧力
センサ（25）は、センサ本体（25a）と接続部（25b）とからなり、接続部（25b）の内周
面には図示しない雌螺子が形成されている。そして、上記吸入圧力センサ（25）は、接続
部（25b）の雌螺子を吸熱用配管（90）の他端の雄螺子に螺合させることにより、吸熱用
配管（90）に取り付けられている。また、上記吸熱用配管（90）の他端側には、ゲージポ
ート（26）を備えたＬ字型のポート用細管（90a）が接続されている。
【００４６】
　　上記伝熱部材（91）は、図２に示すように、断面Ｌ字型の板状に形成され、横方向の
一端が吐出管（64）における油分離器（70）の下流側に固定される一方、他端が吸熱用配
管（90）の他端側（吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）近傍）に固定されている。ま
た、上記伝熱部材（91）の下端側は、ポート用細管（90a）に固定されている。なお、こ
の伝熱部材（91）は、吸熱用配管（90）の支持する支持部材としての機能をも有している
。
【００４７】
　　次に、上記吸熱用配管（90）の長さについて実験した結果を、図３に基づいて説明す
る。
【００４８】
　　図３は、冷蔵熱交換器（16,17）の蒸発温度と、吸入圧力センサ（25）の接続部（25b
）が１０℃となる吸熱用配管（90）の長さとの関係を示す図である。図３において、配管
構造Ａは、吸熱用配管（90）を圧縮機（11）の吐出管（64）と伝熱部材（91）で接続しな
い構造、配管構造Ｂは、本実施形態のように吸熱用配管（90）を吐出管（64）と伝熱部材
（91）で接続した構造を示している。
【００４９】
　　配管構造Ａでは、吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）の温度が１０℃となる吸熱
用配管（90）の長さは、冷蔵熱交換器（16,17）の蒸発温度が－１０℃では２０ｃｍ、－
３０℃では４８ｃｍ、－４０℃では５７ｃｍというように、蒸発温度が低くなるに従って
長くする必要があることがわかった。これは、冷蔵熱交換器（16,17）の蒸発温度が低く
なるに従って、吸入管（61）を流れる冷媒の温度が低くなるので、その冷熱を吸入圧力セ
ンサ（25）の接続部（25b）により伝わりにくくする必要がある一方、上記吸熱用配管（9
0）の面積を大きくして該吸熱用配管（90）が周囲の空気から吸熱する吸熱量を増大させ
る必要があるからである。
【００５０】
　　一方、配管構造Ｂでは、吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）の温度が１０℃とな
る吸熱用配管（90）の長さは、冷蔵熱交換器（16,17）の蒸発温度が－１０℃では１０ｃ
ｍ、－３０℃では２５ｃｍ、－４０℃では３２ｃｍというように、Ａと同様に、蒸発温度
が低くなるに従って長さを長くする必要がある一方、同じ蒸発温度では、Ａに比べて長さ
を短くすることができることがわかった。これは、上記吸熱用配管（90）が、高温の圧縮
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機（11）の吐出管（64）から伝熱部材（91）を介して吸熱することができるので、周囲の
空気からのみ吸熱する場合と比べて、上記吸熱用配管（90）の吸熱量を確実に大きくする
ことができるためである。
【００５１】
　　なお、吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）の温度は、該接続部（25b）を凍結させ
ないためには少なくとも０度より高ければよいが、本実験では、１０℃となる長さについ
て検討した。これは、吸熱用配管（90）の長さを接続部（25b）の温度が０℃より高い所
定温度となる長さに設定すれば、冷蔵熱交換器（16,17）の蒸発温度が冷却負荷の変動な
どにより一時的に下がった場合であっても、接続部（25b）の温度を確実に０℃より高く
することができるためである。このように、冷凍装置（1）の負荷変動をも考慮し、吸熱
用配管（90）の最小長さを図３に示す長さに設定した。
【００５２】
　　そして、本実施形態では、後述するように、冷蔵熱交換器（16,17）の蒸発温度が－
１０℃であるので、配管構造Ｂでは吸熱用配管（90）を１０ｃｍ以上とする必要がある。
そこで、吸熱用配管（90）を、１０ｃｍ以上の任意の長さである２０ｃｍの長さに形成し
た。
【００５３】
　　－運転動作－
　　次に、本実施形態の冷凍装置（1）の冷却運転中の動作について、図４に基づいて説
明する。
【００５４】
　　上記冷凍装置（1）の冷却運転中は、図４に示すように、コントローラ（100）の制御
により、室外回路（20）の四路切換弁（12）が第１状態に設定され、室外膨張弁（45）が
全閉される。そして、この状態において、圧縮機（11）が運転され、冷蔵膨張弁（15a,15
b）及び分岐膨張弁（46）が適宜開度制御され、冷媒が図４の実線矢印で示す方向に循環
する。なお、この冷却運転における冷却室の設定温度を、例えば、２℃とする。
【００５５】
　　圧縮機（11）から吐出された冷媒は、吐出管（64）から四路切換弁（12）を通って室
外熱交換器（13）へ送られる。室外熱交換器（13）では、冷媒が室外空気へ放熱して凝縮
する。室外熱交換器（13）で凝縮した冷媒は、第１液管（81）を流れ、レシーバー（14）
を通過して第２液管（82）へ流入し、冷媒熱交換器（50）の第１流路（50a）を流れる。
。第１流路（50a）を流れた液冷媒は、第３液管（83）を流れ、その一部が、分岐冷媒と
して、図４の破線矢印に示すように、分岐液管（84）を流れ、分岐膨張弁（46）で減圧さ
れて上記冷媒熱交換器（50）の第２流路（50b）に流入する。これにより、第１流路（50a
）を流れる液冷媒は、第２流路（50b）を流れる分岐冷媒と熱交換して、例えば、１５℃
に冷却された後、第３液管（83）から液側閉鎖弁（53）を介して液側連絡配管（21）を流
れ、冷蔵庫内回路（30）に流入する。また、第２流路（50b）の分岐液冷媒は蒸発し、イ
ンジェクション管（85）を介して圧縮機（11）の吸入管（61）にインジェクションされる
。
【００５６】
　　冷蔵庫内回路（30）では、１５℃の液冷媒が、各液側分岐配管（21a,21b）に分流し
て各ドレンパンヒータ（26,27）を流れ、ドレンパン（56,57）の着霜を防止する。
【００５７】
　　ドレンパンヒータ（26,27）から流出した液冷媒は、各冷蔵膨張弁（15a,15b）を通過
する際に減圧されて膨張し、各冷蔵熱交換器（16,17）へ導入される。該各冷蔵熱交換器
（16,17）では、冷媒が冷却室内の空気から吸熱して、例えば－１０℃の蒸発温度で蒸発
する。冷蔵ユニット（3）においては、冷蔵熱交換器（16,17）で冷却された空気が冷却室
内へ供給され、冷却室内の温度が設定温度の２℃に維持される。
【００５８】
　　上記各冷蔵熱交換器（16,17）を流れた冷媒は、各ガス側分岐配管（22a,22b）を流れ
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た後、ガス側連絡配管（22）で合流する。その後、上記ガス冷媒は、ガス側連絡配管（22
）を流れて四路切換弁（12）を介して吸入管（61）を流れ、圧縮機（11）に吸入されて圧
縮される。
【００５９】
　　ここで、吸入管（61）には、上記冷蔵熱交換器（16,17）で蒸発した約－１０℃の冷
媒が流れるが、本発明では、吸入圧力センサ（25）を吸熱用配管（90）を介して吸入管（
61）に接続し、さらに吸熱用配管（90）と圧縮機（11）の吐出管（64）と伝熱部材（91）
を介して接続しているので、吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）が凍結破損すること
がない。さらに、図３で示したように、冷蔵熱交換器（16,17）の蒸発温度が－２３℃以
上であれば、吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）の温度は確実に１０℃以上となるの
で、冷却運転中に冷却負荷の変動が生じても、接続部（25b）を確実に０℃より高い温度
にすることができる。
【００６０】
　　なお、上記冷凍装置（1）は、上記冷却運転を一時的に停止して、除霜運転を行うよ
うに構成されている。該除霜運転中の動作は、図示しないが、四路切換弁（12）が第２状
態に設定され、冷蔵膨張弁（15a,15b）が全開状態、分岐膨張弁（46）が全閉状態となり
、室外膨張弁（45）が適宜制御され、冷媒が冷却運転時と逆方向に循環する逆サイクルデ
フロストが行われる。
【００６１】
　　具体的に、圧縮機（11）の吐出ガス冷媒が、各冷蔵熱交換器（16,17）及び各ドレン
パンヒータ（26,27）を流れ、各冷蔵熱交換器（16,17）やドレンパンに付着した霜に放熱
して凝縮液化し、室外回路（20）の第４液管（88）を流れる。その後、冷媒は、液側連絡
配管（21）を流れて室外回路（20）に導入されて、第４液管（88）を流れ、レシーバー（
14）と冷媒熱交換器（50）の第１流路（50a）とを流れる。そして、冷媒は、第５液管（8
9）を流れる際に室外膨張弁（45）で膨張して室外熱交換器（13）で凝縮し、圧縮機（11
）に吸入される。
【００６２】
　　－実施形態の効果－
　　上記冷凍装置（1）は、吸熱用配管（90）によって、上記吸入管（61）を流れる冷媒
の冷熱を吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）に伝わりにくくさせることができると共
に、上記吸熱用配管（90）が周囲の空気や吐出管（64）から吸熱することができるので、
冷蔵熱交換器（16,17）で蒸発した－１０℃の冷媒が、吸入管（61）を流れても、吸入圧
力センサ（25）の接続部（25b）を０℃より高い温度とすることができる。これにより、
吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）の凍結破損を防止することができるので、吸入圧
力センサ（25）の信頼性が向上する。また、シリコン充填やろう付けを行うことなく、破
損防止を行うことができるので、従来の破損防止対策に比べて、吸入圧力センサ（25）の
取り付け時及び交換時の作業性が向上する。
【００６３】
　　《その他の実施形態》
　　上記実施形態については、以下のような構成としてもよい。
【００６４】
　　上記実施形態の冷凍装置（1）は、吸熱用配管（90）を長さ２０ｃｍに形成し、さら
に吐出管（64）と伝熱部材（91）で接続したが、伝熱部材（91）を設けることなく、吸熱
用配管（90）を所定長さに形成することのみによって、凍結防止を図るようにしてもよい
。つまり、図３で示したように、吸熱用配管（90）を吐出管（64）と接続しない配管構造
Ａにおいても、吸熱用配管（90）の長さを、蒸発温度が－１０℃では２０ｃｍ以上、－３
０℃では４８ｃｍ以上というように、蒸発温度が低くなるに従って長くなる所定の設定長
さに設定すれば、吸入圧力センサ（25）の接続部（25b）を１０℃以上とすることができ
る。よって、吸熱用配管（90）の長さをこの長さ以上に設定すれば、吸熱用配管（90）を
吐出管（64）と接続することなく、接続部（25b）を確実に０℃より高い温度にして凍結
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破損を防止することができる。また、この場合、吸熱用配管（90）は、どの位置に設置し
てもよいが、例えば、該吸熱用配管（90）に吐出管（64）の近くに配置されるように設置
すれば、高温の吐出管（64）の熱が空気を介して伝達され、吸熱量をより大きくすること
ができる。
【００６５】
　　また、上記実施形態において、図３で示した吸熱用配管（90）の長さは、単なる例示
であり、吸熱用配管（90）の長さは、吸熱用配管（90）が設置される周囲の温度条件や、
伝熱部材（91）の熱伝導率や、圧縮機（11）の吐出管（64）の温度などによって適宜設定
することが好ましい。また、冷凍装置（1）の冷却負荷変動が少なく、蒸発器（16,17）の
蒸発温度が一定である場合は、吸熱用配管（90）の長さを、吸入圧力センサ（25）の接続
部（25b）の温度が、例えば１℃となる長さに設定してもよい。
【００６６】
　　また、上記実施形態の冷凍装置（1）は、冷媒を１段圧縮する冷凍サイクルを行った
が、冷凍装置は、冷却室を冷凍する冷凍用の熱交換器を有し、冷媒を２段圧縮する冷凍サ
イクルを行うものであってもよい。その場合、低段側の圧縮機の吸入管を流れる冷媒の温
度が非常に低くなるので、この低温の冷媒の圧力を測定する圧力センサを吸熱用配管を介
して吸入管に取り付けてもよい。さらに、該吸熱用配管を上記冷媒回路の高圧側配管や低
段側圧縮機の吐出冷媒が流れる吐出管と伝熱部材を介して接続するようにしてもよい。
【００６７】
　　また、高段側圧縮機を有する室外回路に対し、冷凍用の熱交換器と低段側の圧縮機と
が接続された冷凍回路と、冷蔵用の熱交換器を有する冷蔵回路とが並列接続され、高段側
の圧縮機と低段側の圧縮機が共に０℃以下の冷媒を吸入する場合は、各圧縮機の吸入管の
吸入圧力センサを吸熱用配管を介して接続するようにしてもよい。
【００６８】
　　また、上記実施形態の冷凍装置（1）は、吸熱用配管（90）を圧縮機の吐出管（64）
と接続したが、冷媒回路（10）のその他の高圧側配管と接続してもよい。具体的には、第
１～第３の液管（81,82,83）が例示される。
【００６９】
　　また、上記実施形態の冷凍装置（1）は、圧縮機構（11）を１台の圧縮機（11）で構
成したが、圧縮機構（11）は、複数の並列接続された圧縮機で構成してもよい。
【００７０】
　　なお、以上の実施形態は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、あ
るいは、その用途の範囲を制限することを意図するものではない。
【産業上の利用可能性】
【００７１】
　　以上説明したように、本発明は、圧縮機構の吸入圧力を測定する吸入圧力センサを備
えた冷凍装置について有用である。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】実施形態に係る冷凍装置の冷媒回路を示す配管系統図である。
【図２】実施形態に係る吸入圧力センサの取り付け構造を示す概略斜視図である。
【図３】実施形態に係る冷蔵熱交換器の蒸発温度と吸熱用配管の長さとの関係を示す関係
図である。
【図４】実施形態に係る冷凍装置の冷却運転中における冷媒の循環方向を示す配管系統図
である。
【図５】従来の吸入圧力センサの取り付け構造を示す概略構成図である。
【符号の説明】
【００７３】
　 1　冷凍装置
　10　冷媒回路
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　11　圧縮機（圧縮機構）
　13　室外熱交換器（凝縮器）
　25　吸入圧力センサ
　25a 接続部
　61　吸入管 
　64　吐出管(高圧側配管)
　90　吸熱用配管
　91　伝熱部材

【図１】 【図２】
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